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1 障害者の権利に関する条約に基づく、人間の多様性の尊重等の強化、障害者が精神的及び身体的な能力等を可

能な最大限度まで発達させ、自由な社会に効果的に参加することを可能とするとの目的の下、障害のある者と障

害のない者が共に学ぶ仕組みであり、障害のある者が教育制度一般から排除されないこと、自己の生活する地域

において初等中等教育の機会が与えられること等が必要とされる考え方。 
2 「副次的な学籍」のことを『副籍』と言います。また、「副籍」を置く学校を『副籍校』と言います。 

一人ひとりが輝く  
～共生社会の実現を目指して～ 

副 籍 2 制 度 と は 

副籍制度とは、保護者からの申請により、障害のある児童が居住地を通学区域とする小学校（公立小

学校および義務教育学校前期課程）と県立特別支援学校の双方に学籍を置き、小学校における「共に学

び育つ機会」と県立特別支援学校における「専門的な教育を受ける機会」の両方を実現するための新た

な仕組みです。 

インクルーシブ教育システム 1の構築を目指した多様で柔軟な学びの場の整備 

県立特別支援学校小学部に籍がある児童

が、居住地域とのつながりの維持・継続・深

化を図り、障害のある児童と障害のない児童

が共に学び育つという観点から、小学校にお

いて学習する機会を設けるために、小学校に

副籍を置くことができます。 

県立特別支援学校に籍がある児童が 

小学校に副籍を置く場合 

小学校に籍がある特別支援学校への就学要

件（学校教育法施行令第 22 条の３）に示され

た視覚障害者、聴覚障害者および肢体不自由

者の区分を満たす児童が、教育的ニーズに応

じたきめ細かな支援や、専門的な指導を受け

る機会を確保するために、必要に応じて県立

特別支援学校に副籍を置くことができます。 

小学校に籍がある児童が 

県立特別支援学校に副籍を置く場合（試行） 

副籍制度のイメージ図 
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3 すべての国民が障害の有無によって分け隔てられることなく、相互に人格と個性を尊重し合いながら共

生する社会のこと。 

 まずは、担任の先生に相談してください。 

 副籍への第一歩はそこから始まります。 

 分からないことやご不安なことは、どんなことでも

遠慮なく聞いてください。 

 相談を通じて、お子さんに合った副籍による交流授

業の在り方を一緒に考えていきます。 

副籍による交流授業を行うには 
 

共生社会33 の実現

障害のある児童にとって

障害のない児童にとって

教職員や保護者にとって

副籍によって、障害のある児童と障害のない児童が共に学ぶことで、様々な力をもつ

すべての子どもたちが、障害のあるなしにかかわらず、互いの違いやよさ等を認め合う

ことができ、互いに支え合いながら共に学ぶことにより共生社会の実現を目指します。 

個々の障害の状況や教育的ニーズに応じた多様な学びの場を柔軟に選択することができるとともに、副

籍校で様々な人々と共に助け合って生きていく力を養うことで、積極的な社会参加につながります。 

同世代の障害のある児童と共に学ぶことで、自然に言葉をかけて手助けをしたり、積極的に支援を行っ

たりする行動や、人々の多様な在り方を理解し、障害のある人と共に支え合う意識の醸成につながります。 

双方の児童だけでなく、教職員や保護者の障害に対する理解や相互理解が深まります。また、教職員が、

保護者の思いやそれぞれの専門性に触れることで、特別支援教育に対する意識や指導力の向上につながり

ます。 

副籍を置くにはどうしたらいいの？ 

① 保護者が、在籍校に

「副籍申込書」を提出 

⑤ 振り返りと評価 

副籍校での交流授業までの流れ

④ 副籍校での

交流授業 
③ めあて、学習

内容の設定 

② 在籍校、教育委員会、副籍

校による手続きと調整 

副籍校までの送迎をお願いします。 日程調整や引率の確認等も行います。 

反省点を次の交流授業の改善につなげます。 事前学習 

事後学習 

副籍の意義と目的 
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★

・たとえ細くても、息の長い取組を地道に続けることが大切です。 

・本人はもちろん、保護者、在籍校、副籍校のいずれかに負担がかかる取組は長続きしません。 

・一度に多くのことに取り組むのではなく、中、長期的な展望をもって無理なく持続的に進めます。 

持 続 可 能 

★「お互いを尊重した」学び

・お互いを知り合うためには、実際にふれあう場面を設定することが大切です。 

・直接ふれあうことが困難な場合は、ＩＣＴを活用したり、手紙や作品を交換したりするなど間接的に交流す

ることも可能です。 

・両校の児童が、お互いを理解し、尊重して学べるよう学習内容を工夫します。 

相 互 理 解 

副籍による交流授業を意義のある取組にするためのポイント 

保 護 者 の 声 

地元の子どもたちと関わる機会

は、我が子にとって貴重な経験に

なりました。お互いを理解し支え

合う、そんなきっかけになればう

れしいです。少しずつ小学校に慣

れていく姿を見るのもうれしく感

じました。   （特別支援学校保護者） 

副籍校での学習をとても楽しみ

にしていました。副籍校で作った

作品や学習したプリントを見せな

がら楽しかったことをよく話すよ

うになりました。 （小学校保護者） 

普段の学習で身に付けた力を

副籍校でも発揮し、学期に１回

でしたが主体的に活動すること

ができました。また、校種の異

なる教員が密に連携することで

双方の理解を深めることにつな

がりました。 （特別支援学校教員）

小学校でたくさん勉強すること

ができて、本人ががんばる姿もた

くさん見ることができてうれしか

ったです。今後も無理なく、楽し

く交流を続けていく中で、色々な

経験をたくさんしていけるといい

なと思います。（特別支援学校保護者） 

保育園の友だちとの関係がもて

てよかったです。他学年の子ども

や先生方にも顔を覚えてもらえる

と、地域で生活する中で、安心し

て過ごすことにつながると思いま

す。交流の時の写真を見ると、み

んなと一緒に楽しく活動できてい

たようでうれしく感じました。 

（特別支援学校保護者）

自立活動では専門的な知識や

方法を学ぶことができ、在籍校

での毎日の学習に生かすことが

できました。また、たくさんの

友だちと活動する中で社会性を

身に付ける場にもなりました。

（小学校教員）

教員の声 

副籍による交流授業を振り返って ～副籍に関する研究（Ｈ28～Ｒ3）の成果より～ 

 

副籍による交流授業の様子 

小学校に副籍を置く場合 特別支援学校に副籍を置く場合 

特別支援学校の
朝の会を小学校で
行いました。慣れ
親しんだ学習で、
小学校の友だちと
一緒に主体的に活
動することができ
ました。 

小学校の書写の
時間に習字に取り
組みました。一生
懸命書いた字を、
友だちにほめても
らい達成感を感じ
ることができまし
た。 

小学校の図画
工作科の授業で
共同制作に取り
組みました。友
だちが描く様子
を見て発想を膨
らませて色を付
けることができ
ました。 

学級通信や学習の
成果物を交換して両
校の教室に掲示する
など、間接的な交流
を通じてお互いの理
解を深めることにつ
ながりました。 

特別支援学校の自立活動の
時間に身体を緩める活動に取
り組みました。特別支援学校
の先生からほめられたことで
自信がつき、小学校での自立
活動に意欲的に取り組めるよ
うになりました。 



 

副籍による交流授業に関する ＆  

  

副籍校までの送迎や付添いは保護者がする
のですか。 

副籍校までの送迎は、保護者で行っていただ
きますが、副籍校での引率は、原則、在籍校の
教員が行います。しかし、在籍校の指導体制の
問題などにより、引率できる回数は限られてく
る場合があり、保護者に付添いをお願いするこ
とがあります。ただし、その際は、事前に当日
の学習内容等の計画について、在籍校から丁寧
に説明するなど保護者の了解の上で行います。 

  

副籍による交流授業は年間何回実施するの
ですか。 

回数や時間についての決まりはありません。
子どもたちや学校の実情に合わせて設定しま
す。子どもたちはもとより、保護者や学校の負
担のない範囲で実施することが大切です。直接
ふれあう交流だけではなく、ＩＣＴを活用する
などして負担の少ない方法を織り交ぜること
で、息の長い継続した取組にしていきます。ま
ずは、担任の先生にご相談ください。 

  

副籍による交流授業と居住地校交流の違い
は何ですか。 

居住地校交流は、保護者の希望に添うという
形で、各学校の方針による対応として実施され
てきており、その取扱いは各校で違いがありま
した。副籍制度では、共生社会の実現を目指し、
全県で統一した方針の下、学校が主体的・組織
的に実施していこうとするものです。そのた
め、今回、教育委員会が手続きを整備し、制度
として実施することになりました。 

  

特別支援学校に副籍を置く場合、対象となる
障害種別を限定するのはなぜですか。 

本来は、小学校に籍があるすべての障害のあ
る児童を対象とするべきところですが、この間
の研究から、小学校の指導体制を維持しながら
交流授業を実施することには多くの課題があ
り、まずは特別支援学校の専門性へのニーズが
高い特別支援学校の就学要件を満たした視覚
障害、聴覚障害および肢体不自由のある児童か
ら試行的に実施することとしています。 

  

副籍があるということは、副籍校の学級名簿
に名前があるということですか。 

法令上は二重に学籍をもつことはできませ
ん。そのため、副籍校の正式な名簿等に名前が
記載されるわけではありませんが、副籍校で
は、お子さんのための机や椅子、ロッカー、下
駄箱など、学級の一員として迎える準備がされ
ます。なお、副籍校の交流授業に参加した日は、
在籍校における出席の扱いになります。 

  

医療的ケアの必要な子どもも副籍制度の対
象となりますか。 

副籍の対象（表紙参照）となるお子さんで、
医療的ケアが必要なお子さんも副籍制度の対
象です。副籍校での交流授業は、主治医等の指
導助言の下で安全に実施する必要があります。
保護者を交えた綿密な打合せを行う必要があ
りますのでご協力ください。なお、副籍校への
看護師の派遣については在籍校にご相談くだ
さい。 

  

副籍制度は、中学部や中学校で実施しないの
はなぜですか。 

中学部や中学校においても副籍制度は必要
だと考えています。しかし、中学部と中学校の
教育課程のすり合わせが難しいことや、中学校
は教科担任制で部活動の指導もあり、小学校に
比べてきめ細かな連携がとりにくいことなど
が研究の中で明らかになりました。そこで、ま
ずは小学部と小学校から副籍制度を始めるこ
とにしました。 

  

副籍校での交流授業の日に、副籍校の給食を
食べることはできますか。 

副籍校の給食を食べることは可能です。事前
に在籍校の担任の先生にその意向を伝えてく
ださい。なお、給食に係る費用については、保
護者の負担となります。 

また、給食において特別な対応 
が必要な場合は、原則、保護者に 
対応いただくことになります。 
 

副籍制度に関する情報・問合せ先 

【問合せ先】 

滋賀県教育委員会事務局 特別支援教育課 

〒520-8577 大津市京町四丁目１番１号 ☎077-528-4643 

担当窓口：副籍係 

副籍による交流授業のための指導資料 

副籍ガイドブック 

滋賀県の特別支援教育に関する情報 


